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はじめに
WEB版マッピングシステム・施肥設計システムとは
十勝地域組合員総合支援システム（TAFシステム）のメニューと
して個人の作付圃場図が確認でき、様々な情報の登録や農協との
情報共有に活⽤できます。ご利⽤頂くためには、十勝地域組合員
総合支援システムの利⽤⼿続きを⾏う必要がありますので、農協
担当者までお問い合わせ下さい。

システム利⽤⽅法（ログイン）
①下記URL又はQRコードから、ログイン画面を表⽰させて下さい。

ユーザID、パスワードを⼊⼒し、ログインします

※システム無通信状態が30分経過すると、タイム
アウトが発生します

https://www.jatokachi.jp

URL(パソコン・スマホ共通)
https://www.jatokachi.jp/
URL(パソコン・スマホ共通)
https://www.jatokachi.jp/

②「マッピング」を押下し、システムを起動します。

マッピング
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②
③
④

マッピングを起動すると、個人の圃場図が表⽰されます。

※ポップアップがブロックされた場合は、「一度のみ許可」又は「常に許
可」を押してください。
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① メニューを開きます。

② 過去5年前まで圃場図を切り替えて表⽰します。

③
圃場図編集機能のON/OFF状態を表⽰します。「ON」にすると作付作物や圃場図
の更新ができ、「OFF」にすると農協で管理している圃場図が表⽰されます（農
協での圃場図登録が終了すると「ON」が表⽰されなくなります。詳細は農協担当
者にお問い合わせください。）

④ 画面に表⽰する作物を絞り込みます。

圃場図に対して写真の登録を⾏います。パソコンで操作する場合でも、パソコン
内に保存した写真から圃場図への写真の登録ができます。
圃場図の背景画像として、衛星画像やドローン画像の確認を⾏います。
又、グループにおける共有された圃場図を表⽰します。

条件を⼊⼒して圃場を検索します。

アプリケーション起動時に位置情報の利⽤を許可した場合、位置情報から現在地
を画面の中心に合わせて表⽰します。

圃場図画面の拡⼤・縮⼩を⾏います。

①

スマートフォン又はタブレットに
おいて、端末の位置情報をONに
すると現地点が表示されます

機能概要（基本操作）



編集⽤圃場図をONにすると、赤枠で囲われた〈⼊⼒中〉となってい
る圃場の作付作物や圃場形状を編集することができます。

①圃場の作付作物や基礎データの更新

（１）更新したい圃場を選択す
ると、画面上部に現在登
録されているデータが表
⽰されます。
「詳細」を押下します。

１．圃場図や圃場情報を編集する

OFFだった場合
押下してONにする

（２）「編集」を押下します。

（３）内容を変更して「更新」を
押下します。

〈⼊⼒中〉となっている赤枠の圃場を編集可能
〈データ送信中〉や〈確定済〉圃場の編集方法はp.9を参照
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②圃場形状の更新

圃場を面積比で分筆する場合
（１）「面積比で分筆」を押下し、分筆したい圃場を選択します。

「メニュー」から圃場編集を選択します。

（２）分筆する際に基準と
なる辺を指定します。

（３）指定した辺から平⾏
に分筆します。下部
のバーを使⽤して面
積や比率を確認し、
位置を決定して下さ
い。

調整終了後は「分
筆」を押下し確定さ
せます。
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圃場を自由に分筆する場合
（１）「自由線で分筆」を押下し、分筆したい圃場を選択します。

(２)押下したところを頂点
として分筆線を引きま
す。

※頂点は4つまでです
※それぞれの頂点を押下
しながら自由に動かせ
ます

(３)細かく調整したい頂点
を選択（オレンジ色に
なる）して「位置調
整」を押下後、バーを
使って細かい調整が可
能です。

調整後は「終了」を押
下して画面（２）に戻
します。

(４)削除したい頂点を選択
（オレンジ色になる）し
て「頂点削除」を押下
すると削除されます。

調整終了後は「分筆」
を押下し確定させます。
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選択した頂点（オレンジ色）



圃場を面積で分筆する場合
（１）「一括分筆」を押下し、分筆したい圃場を選択します。

（２）分筆する際に基準と
なる辺を指定します。

（３）分筆する圃場数を調節し、作付面積や作物・品種情報を⼊⼒します。

＋ボタンで、最大10個まで分筆圃場数を調整
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（２）合筆する圃場を選択し、
「合筆」を押下し確定
させます。(作物・品種
名は基準となる圃場の
情報が登録されます)

圃場の形状を編集する場合

合筆する場合
（１）「合筆」を押下し、合筆の基準となる圃場を選択します。

（１）「圃場形状の編集」を押下し、編集する圃場を選択します。
（２）調整したい頂点や辺を選択しながらスライドさせます。

（３）編集後の圃場図の辺の⻑さや面積を確認して下さい。
作付面積も合わせて更新する場合はチェックを⼊れて「更新」→「は
い」を押下します。

チェックを⼊れると
表⽰されます

編集後の圃場図
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２．圃場図にメモを追加する
圃場図にメモを追加する
（１）メニューの「メモ」から「メモの追加」を押下します。

（２）メモを追加する位置を押下し、タイトルと場所を登録します。

（３）詳細な情報を追加することができます。
メモタイトルのみで良い場合は左上の⽮印から戻ります。

圃場図
へ戻る

詳細な情報を⼊⼒して
「登録」押下後、日時順に
保存される
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年産指定なし（通年標記）又は
表示する年産を指定する



確認⽅法①圃場図のマークから確認する
メモの内容を確認する

確認⽅法②メモ一覧から確認する

(１)メニューの「メモ」から「メモの確認」を押下し、メモ一覧を表⽰します。

(２)確認したいメモを押下後、登録した場所が表⽰されます。
メモ詳細を押下し、詳細の確認や追加ができます。

圃場図のメモマークを選択し、メモ詳細を押下します。
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3.写真を登録する

①写真の登録⽅法

スマートフォンやカメラで撮影した写真を圃場の記録として登録
することができます。

①カメラマークを押し、新たに撮影
するか、端末の写真フォルダから
選択します。
（パソコンの場合は写真フォルダ
または任意のフォルダから選択）

写真を撮る

フォトライブラリ

②写真登録を⾏います。
撮影位置「︖」を押して撮影した位置を圃場図上で選択します。
圃場内と圃場外、自宅の3つに位置登録ができます。
・Android端末を使⽤し、マッピング起動時に位置情報の提供を「許
可」した場合、圃場内で撮影した写真には自動的に撮影位置が登
録されます。変更する場合は、位置のマークをドラッグして、撮
影位置を変更してください。

・iphoneやipadからは位置情報の自動登録が出来ませんので、⼿動
で位置を配置して下さい。

編集「✏」を押して種別や共有設定を選択します。
・共有設定を個人利⽤とした場合は登録時に使⽤したIDでのみ写真
が確認できます。

・目的別マップ（圃場図の共有利⽤）のグループを選んだ場合は、
グループ内で写真の共有ができるようになります。

写真を登録しない場合
は を押します。
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②登録した写真の確認

①メニューの「写真」から
「写真検索」を選択します。

②検索条件を⼊れて「検索」を押します。
（全ての条件を⼊れる必要はありません。）

③写真一覧より写真を選択すると撮影位置が左側に表⽰されます。
登録内容の変更も可能です。写真を押すと⼤きく表⽰されます。

（１）写真を検索してから内容を確認する

※より多くの写真を保存できるようにするため、登録時に自動的に写真を圧縮して
おります。そのため、端末で確認するよりも画質が粗くなっている場合もあ
りますのでご了承下さい。
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（２）写真を登録した地点から写真を確認する

①メニューの「写真」から
「写真位置表⽰」を選択します。

②地図上に写真を登録した地点
が表⽰されます。地点を選択
すると写真が表⽰されます。

③登録位置や内容の変更ができ
ます。又、写真を押すと
⼤きく表⽰されます。

※写真は年産ごとに分けて登録されます。そのため、過去の写真を確認
したい場合は、圃場図右上の年産を変更して写真の確認を⾏ってくだ
さい。

※写真の登録枚数が多くなってくると、システムの動作が遅くなる可能
性があります。登録枚数が多く、システムの動作が遅くなった場合は、
不要な写真を削除してください。
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4.衛星画像等を確認する
マップ右下の地球マークを押すと、背景画像の選択画面が表⽰さ
れます。

背景① センチネル-2衛星
欧州宇宙機関の地球観測光学衛星「センチネル-2」が、可視光や近赤外
光で撮影した画像をもとに可視画像とNDVI解析画像を確認することがで
きます。

衛星の種
類 センチネル-2

撮影頻度 3〜6日に1回
分解能 10m×10m
撮影確認 撮影後 翌日朝

※可視画像は町村内全体が⾒られるようになっており、
NDVI解析画像は⽣産者自身の圃場のみが確認できます。
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（１）センチネル-２をクリックします。

（２）「衛星画像」を選択すると、可視光で撮影された衛星画像が表⽰
されます。左側の日付が撮影日となりますので、日付を選択して
表⽰させます。

十勝全体の天気と雲量（％）が表⽰されます。
（３）「NDVI」を選択すると、近赤外光を使⽤したNDVI解析結果が表

⽰されます。

NDVIとは
NDVI（正規化植⽣指数）とは、近赤外光の反射から作物の分布

状況や活性度を⽰す指標です。数値は－1〜＋1で⽰され、作物の緑
色が濃いほど数値が＋1に近づきます。

所有する全ての圃場におけるNDVI値を比較した色分け表⽰が⾏われます。
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（４）作物ごとの比較を確認する場合は、右上の作物選択で作物を選択
します。

衛星画像が10mの分解
能であることや圃場図
と衛星画像がずれてい
ることによって、圃場
のふち部分における
NDVI値に影響が出る
可能性がありますので
ご留意ください。

（５）CSV出⼒をクリックするとエクセルの形で出⼒できます。
・パソコンでの操作に限ります。
・NDVI値は絶対値での表⽰です（上記の色分けは相対評価で色付け
してます。

・エクセルソフトがダウンロードされていることが前提です。
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背景② ドローン画像

所有するドローンで撮影した画像を地図上に貼り付けて確認できます。

（１）ドローン画像をクリックします。

（２）アップロードを押して、ドローン画像を選択します。

（３）画像名や公開範囲を設定して登録します。
※公開範囲（農協ID）

自分だけ︓登録時利⽤ID
JA職員＋自分︓農協IDと登録時利⽤ID
全ユーザー︓町村内全てのユーザー

※圃場が存在する箇所のみ画像を表⽰をON
農協が公開範囲を全ユーザーとした場合でも、
⽣産者は自身の圃場に限った画像確認になり
ます

事前準備
撮影したドローン画像を緯度・経度情報を持つ「GeoTiff形式」に変換
することが必要です。

※上記画面で設定後、夜間バッチの処理で翌日以降に背景画像として表
⽰することができます。
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背景③ 地理院写真
国⼟地理院が提供している航空写真を、地図上に表⽰します。
（本写真の撮影時期は不明）

※町村内全体が閲覧可能です。
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背景④ 農業気象情報（1kmメッシュ）
十勝管内の気象観測器における観測データを標高などを考慮しつつ補間
し、約1ｋｍ四⽅を単位に気象データを作成しています。そのデータにつ
いて、期間を指定してデータを取得できる機能です。

（２）出⼒するデータ項目や期間・範囲を選択します。

データ出⼒項目
①気象データ（気温・降⽔量・日射量・積雪深など）
②積算気温
③⼟壌凍結深（自然状態の⼟壌凍結深予測）

（１）「農業気象情報（1kmメッシュ）」をクリックします。

（３）「CSV出⼒」を押すと、データが出⼒されます。

気象データにつきましては、今後マッピング上で色分け表⽰される
機能も追加されていく予定です。 18



5.目的別マップを利⽤する
目的別マップとは
目的別マップとは、目的に応じた圃場マップを作成する機能です。
目的ごとに対象の圃場や利⽤するユーザを設定することができます。
利⽤例︓ 秋播⼩⻨の収穫集団マップ
刈取対象の圃場が表⽰され、衛星画像のNDVI値を比較しながら
刈り取り順番の検討でき、刈り取り状況を登録することで関係者
間での情報共有ができる。

利
用
前
に
定
義

目
的
別
マ
ッ
プ
を
利
用
す
る

JA職員が登録する。
登録した目的別マップはカタロ
グに表⽰される。

現地で作業状況を登録
カタログから目的別マップを選択

関係者で状況を共有

19
本機能を利⽤するためには、あらかじめ農協にて目的別マップを定
義する必要がありますので、農協担当者までご相談ください。



①利⽤例のパターン

秋播⼩⻨
きたほなみ
収穫日7/30
収穫済

秋播⼩⻨
きたほなみ
収穫日8/1
収穫中

秋播⼩⻨
きたほなみ
収穫日8/2
未収穫

①グループ全員で圃場図を共有し、圃場情報を
閲覧・更新する。

②グループ内の特定の⽣産者のみが圃場図や圃場情
報を閲覧・更新する。

情報登録内容︓作物名、品種名、収穫日、収穫状況

秋播⼩⻨
きたほなみ
収穫日7/30
収穫済

秋播⼩⻨
きたほなみ
収穫日8/1
収穫中

秋播⼩⻨
きたほなみ
収穫日8/2
未収穫

情報登録内容︓作物名、品種名、収穫日、収穫状況

⽣産者
A

⽣産者
B

⽣産者
C

⽣産者
A

⽣産者
B

⽣産者
C
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②目的別マップ利⽤の操作⽅法

（１）目的別マップより表⽰するマップ名を選択します。

（２）情報を登録する場合は圃場又は圃場一覧ボタンを選択し
ます。

圃場を選択した場合

参照権限がある項目
のみ表⽰され、更新
権限のある項目のみ
更新ができます。

※自分が利⽤できない目的別マップは
表⽰されません。

圃場を選択

圃場一覧ボタンを選択
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圃場一覧ボタンを押した場合

参照権限がある項目が表⽰され、
更新権限のある項目のみ一覧から
更新ができます。

圃場一覧では、CSV出⼒をクリックするとエクセルの形で出
⼒できます。
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③秋播⼩⻨収穫前において、目的別マップと衛星写真を組
み合わせた収穫順位の検討

（１）目的別マップを選択した状態で背景画像を選択します。
センチネル2を選択した場合、項目をNDVIとすると、目
的別マップ内の圃場間にて値の比較を⾏って色付け表⽰さ
れます。

日付を選択

塗りつぶしを解除

（２）塗りつぶしを解除すると鮮明な色合いになります。

（３）NDVI解析結果を確認しながら、圃場を選択したり、
一覧から刈取順番の⼊⼒等ができます。
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③目的別マップにおける写真の共有
目的別マップの定義時に写真の共有を「する」とすると、
自分が登録した写真を他のユーザも⾒ることができます。

（３）「写真検索」や「写真位置表⽰」より、写真が閲覧でき
ます。

（２）目的別マップを開き、メニュー「写真」を選択します。

⼩⻨収穫 大豆
グループ

馬鈴しょ
グループ

（１）写真登録時に、編集「共有設定」から目的別マップの名前
を選択します。
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(１)メニューの「⼟壌分析・施肥設計」から「⼟壌分析照会」を押下します。
赤枠︓過去4年以内の分析結果がある
ピンク枠︓5年以上前の分析結果がある 枠なし︓分析結果なし

農協太郎
3-1

十勝農協連で実施した⼟壌分析の結果を圃場図から確認し、施肥設計を⾏うこ
とができます。

(２)圃場を選択し、これまで⾏った全ての分析結果を確認できます。
選択した圃場の分析結果一覧

どの圃場にも登録されていない分析結果
※上記の通り圃場番号に誤りがあった可能性があります。
圃場への登録を希望される場合には、農協担当者まで
お問い合わせ下さい。

⼟壌分析結果は、分析依頼時に報告さ
れた圃場番号を基に本システムに登録
されます。
分析依頼時に圃場図上の圃場番号を正
しく⼊⼒頂きますようお願いします。

農協太郎
3-1
ビート

施肥設計へ進む

6.⼟壌分析結果の確認や施肥設計を⾏う

①⼟壌分析結果を確認する

25

（圃場番号の誤報告は、未登録や異なる
圃場への登録につながる原因となります。）



(１)メニューの「施肥設計」を押下し、施肥設計を⾏う圃場を選択します。

(２)選択した圃場で過去に⾏った施肥設計が表⽰されます。

新規設計︓新たに施肥設計を登録
複写設計︓選択した施肥設計をコピー

して新たに登録
更新︓選択した施肥設計を更新
削除︓選択した施肥設計を削除
帳票出⼒︓選択した施肥設計を帳票と

して出⼒（印刷）
肥料銘柄一覧︓農協取扱銘柄の確認、

個人購⼊銘柄の登録

過去の施肥設計データ一覧

②施肥設計を⾏う

26



新規施肥設計を⾏う

(１)新規設計を選択し、施肥設計で使⽤する⼟壌分析結果を選択します。

(２)施肥設計を⾏う作物を選択します。

施肥設計する作物を選択

マッピングに既に登録されている作付面積が初期値として表示される
異なる面積で施肥設計する場合は数字を⼊⼒する

27



(３)⼟壌改良資材の施肥量を計算します。

分析結果のpHに対する⽬標値を⼊⼒

使用する資材を選択

施用後に攪拌するロータリーの
深さを⼊⼒(初期値は15cm)

選択した条件において必要な資材の投⼊量と資材費が自動計算されます。
※必要な施⽤量は資材のアルカリ分から計算します。
※資材費は農協取り扱い単価の目安であり、実際の購⼊費とは異なります。

改善⽬標や資材名を選択し直す場合は再度押下する

10aあたり及び作付面積あたりの施用量と資材費

28

⼊⼒後に確定を押下



(４)有機物の施⽤量を⼊⼒します。

有機物の施⽤により⼟壌中の養分状態が変化するため、施⽤量を⼊⼒します。

選択した有機物の種類や
施⽤量によって、減肥可
能量が自動計算されます
（北海道施肥ガイド参照）

有機物の施⽤によっ
て減肥を⾏う有機物
は「対象」、減肥を
⾏わない有機物は
「対象外」とする

4.0 23.0

2.0 0.0 15.0

減肥の対象としたものの
合計減肥量

対象内外を考慮しない全て
の有機物減肥量の合計

施用した有機物を選択して⼊⼒

29

内容を確認後、確定を押下



施肥量の調整

(５)施肥量計算結果を確認します。
標準施肥量（基本的な施肥量）に対して、⼟壌分析結果や有機物投⼊量から
⼟壌中の養分の過不⾜を考慮して施肥量の計算結果を表⽰します。
計算結果は「変更」から調整することができます。

過去の⽣産履歴から施肥量を
振り返ることができます

30



(６)肥料銘柄と施⽤量を計算する

設計条件
①配合肥料

BB・化成肥料から1銘柄使⽤
②配合肥料＋単肥

BB・化成肥料と単肥の組み合わせ
③単肥

単肥のみで組み合わせ
肥料区分
①BB肥料・農協配合を使⽤する
②化成肥料を使⽤する

優先条件
①肥料費が最も安くなる設計
②施肥計算結果に最も近い設計

施肥設計値と施肥量計算結果との許容差
施肥設計での養分投⼊量と施肥量計算結果を近づける程度を選びます。
※「一致」は1つまで
「計算外」は「配合肥料」又は「単肥」→3つまで

「配合肥料＋単肥」→2つまで

施肥設計条件を設定します。

施肥設計条件を基に、
自動で施肥設計が⾏われます。

自動計算された
施肥設計結果

過去の施肥実績
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施肥設計結果の⾒⽅

①該当銘柄を施⽤した場合の施肥成分量、作付面積における施肥量と肥料費
②目標とする施肥投⼊量
③施肥設計結果と目標とする施肥投⼊量との差

①

②
③

肥料銘柄や施肥量を変更する場合

「確定」を押下し追加

肥料銘柄をプルダウンから選択（⽂字検索可能）

×を押下し削除可能

銘柄を追加する

施肥量を変更した後は「再計算」を押下
32



(７)施肥設計結果を確認する

⼟壌改良資材や
施肥設計を合計した
資材費

33

「肥料銘柄一覧」を押下後、農協の取り
扱い肥料銘柄における登録内容が確認で
きます（肥料マスターを参照）。また、
「個人購⼊品を表⽰する」から農協外か
ら購⼊した肥料銘柄を登録し、施肥設計
に利⽤することができます。



7.⽣産履歴（マップ連携）を利⽤する
⽣産履歴（マップ連携）とは、農産物⽣産履歴システムとマッピ
ングシステムを連携させることで、⽣産履歴を圃場情報として登
録しながら作成し、提出を⾏う機能です。

②圃場図に対して作業日誌を⼊⼒する。
登録した内容はマッピングから確認することができます。
（作物情報を⼊⼒していない圃場は、防除以外の作業に
ついて登録できます）

③農協へ⽣産履歴を提出する。

ス
テ
ッ
プ
１

➀圃場情報を登録する（「圃場編集」をご確認下さい）。

ス
テ
ッ
プ
２

ス
テ
ッ
プ
３

次年度の圃場情報を登録すると、次年度分の⽣産履
歴の⼊⼒に進みます。

34
⽣産履歴（マップ連携）を利⽤するためには、あらかじめ農協にて
利⽤設定を⾏う必要がありますので、農協担当者までご連絡下さい。



①⽣産履歴を⼊⼒する
（１）作業日誌カレンダー

これまでに登録した作業履歴がカレンダー上に、4つに分類され
て表⽰されます。
①圃場…播種や収穫などの圃場管理作業
②施肥…肥料の施肥作業
③防除…農薬による防除作業
④設備…所有する機械設備の管理作業

日付を押すと、その日に登録した内容が右側に表⽰されます。
天気や作業のメモを残すことができます。

メニュー

天気の登録

その日のメモ

「農産履歴（マッピング連携）」又は「マッピング」のメニュー
から作業日誌を選択します。
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（２）履歴⼊⼒
①マッピングのメニュー又は作業日誌カレンダーから履歴⼊⼒を
押します。

マッピングの圃場図
からも選択できます

②作業を登録する圃場を選択します。
同じ作物であればチェックをつけることでまと
めて⼊⼒できます。作物名が⼊⼒されていない
圃場は作物未⼊⼒圃場として選択できますが、
防除作業は登録できません。

同じ作物であればまと
めて登録ができます

翌年産圃場図に圃場が登録されて
いる作物には「︕」が付きます。
翌年度に収穫する作物は年産を変
更してから履歴を⼊⼒して下さい。

③作業する項目のボタンを選択します。
36



圃場作業
圃場の管理作業について項目をプルダウンから選択します。

播種開始日を選択して畝間・
株間を⼊⼒すると栽植密度が
自動計算されます。

作業に関するメモやプルダウンにない作業
を登録したい場合はメモ欄に⼊⼒します

複数作業を登録する場合は作業追
加ボタンを選択します

※作業項目を追加したい場合は農協担当者へご相談下さい。

施肥作業
肥料選択・施肥設計選択より施肥銘柄を選択します。

全ての肥料銘柄から選択します
（使⽤実績のある銘柄と農協選択銘柄が優先的に表⽰されます）

【肥料選択を押した場合】

肥料一覧にない銘柄は検索して
選択します。
検索銘柄にも表⽰されない場合
は、最下段の「肥料名を直接⼊
⼒」を選択して肥料名を⼊⼒し
ます。

使用した銘柄を押すと
「選択された銘柄」に表示されます
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肥料銘柄を選択して「確定」を押し、施肥投⼊量を⼊⼒します。
施肥銘柄と施肥量から施肥要素量が自動計算されます。

施肥に関するメモがある
場合は⼊⼒します

【施肥設計選択を押した場合】

選択した圃場の作物に対して、施肥設計を⾏った際に選択した肥
料銘柄から選択します。

使用した銘柄を押すと
「選択された銘柄」に表示されます

施肥設計において農協外から購⼊した肥料
銘柄を登録すると、施肥作業⼊⼒において
も肥料銘柄として表⽰されます。
登録した肥料銘柄や施肥設計結果は、1日2
回（6・18時）に反映されます。

※施肥設計結果は1日2回（6・18時）に
施肥設計選択画面に反映されます。
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防除作業
「農薬選択」より防除作業に使⽤した薬剤を選択します。

銘柄を押すと「選択され
た銘柄」に表示されます

投下⽔量を⼊⼒
します

④すべて⼊⼒が終わったら、「登録」を押します。

⽔ 色︓前年・当年に使⽤実績があり、
プレ印字設定されている銘柄

濃橙色︓前年・当年に使⽤実績のある銘柄
薄橙色︓プレ印字設定されている銘柄

※50音順に並びます

防除に関するメモ
がある場合は⼊⼒

します

肥料一覧にない薬剤は検索して
選択します。
選択した作物に登録のある薬剤
のみ表⽰されます。

「登録」を押した後、「続けて
登録しますか」と表⽰されるの
で「はい」を選択すると履歴⼊
⼒画面が引き続き表⽰されます。

「登録してコピー」を押すと、
⼊⼒内容が残った状態で履歴
⼊⼒画面が引き続き表⽰され
ますので、同じ内容を他圃場
にも登録する場合にご利⽤く
ださい。 39



（３）作業詳細の⼊⼒

すべての圃場・施肥・防除作業において資材在庫や労働⼒の管理
ができます。
※⽣産履歴の提出において⼊⼒義務はありません。

①メニューの「項目管理」より「作業者登録」「所有設備登
録」を選択します。

②作業者登録
「新規追加」より作業者の登
録を⾏います。

③所有設備登録
「新規追加」より所有設備の
登録を⾏います。

無効フラグをONにすると、
作業履歴における詳細設定
において表示されなくなり
ます。
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④昨年度からの繰り越しや農協外から購⼊された肥料・農薬があ
る場合は、「資材在庫照会」から登録します。

昨年度からの繰り越し資材（初年度のみの登録です）

農協外から購⼊された資材の登録

①期首在庫を選択します
②資材区分を選択します
③資材名を⼊⼒します
④期首在庫（昨年度からの繰
り越し資材）の在庫数を⼊
⼒します

①自主購⼊を選択します
②資材区分を選択します
③資材名を⼊⼒します
④購⼊日を⼊⼒します
⑤購⼊数量を⼊⼒します

① ②
③
④

① ②
③
④
⑤
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⑤作業履歴登録において、「詳細」を押します。

施肥作業・防除作業の場合、使⽤資材の登録をします。
①現在庫欄には、農協から購⼊した資材の在庫数（又は資材在庫登録に
おいて登録した数量）が表⽰されますので、使⽤数量を⼊⼒してくだ
さい。

②使⽤した機械は、所有設備登録において登録した設備がプルダウン表
⽰されますので、その中から選択してください。

③使⽤機器の安全点検を実施した場合はチェックを⼊れてください。
（GAP認証において必要項目となります）

圃場ごとに、作業者の労働時間を⼊⼒します。
複数圃場を同時登録する場合、コピー機能を利⽤できます。
作業者は作業者登録において登録した名前が表⽰されます。

登録が完了すると●
が表示されます。

作業者欄の追加

① ②
③
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②登録内容を修正する

「履歴一覧」より作物ごとの登録内容を確認及び修正を⾏います。

③登録した内容を修正します。
新規内容を⼊⼒します。

履歴提出画面に進みます。

①作業日誌カレンダーの下部やメニューから「履歴一覧」を選択
します。

②履歴一覧の作物名を選択すると、「圃場」・「施肥」・「防
除」の3つに分けてこれまで登録した作業履歴が表⽰されます。

※提出した圃場の修正及び削除はできま
せん。

登録内容を
削除します。
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③登録内容をマッピングから確認する

①マッピングメニュー「履歴照会」を選択し、圃場を選びます。

履歴が⼊⼒されている圃場
のみ選択できます。

②「履歴詳細」として画面が開きますので、確認する日付を選択
します。

⽣産履歴メニューの「履歴一覧」において、圃場番号を選択しても
同様の画面が表⽰されます。

「全ての履歴を表示」を
押すと、全作業日が表示
されます。
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④⽣産履歴の提出
①マッピングメニュー又は農産履歴メニューの「履歴提出」を選
択します。

提出できる圃場は⽔色になっており、「提出可」と表⽰されます

提出済の圃場は灰色になり、農薬判定結果が表⽰されます。
（提出後は内容が確定され、訂正はできません）

提出後に内容を修正したい場合は、農協へ連絡して提出を解除して
もらう必要があります。解除後に再度提出できる圃場には「再提
出」と表⽰されます。

②提出する圃場にチェックを⼊れて「提出」を押します。

⽣産履歴として必要な
項目が⼊⼒されていな
い圃場は「⼊⼒中」と
して提出できません。
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マッピングにおける「⼊⼒状況表⽰」から提出や⼊⼒の有無を確
認できます。

①マッピングのメニュー「⽣産履歴」から「⼊⼒状況表⽰」を
選択します。

②作業履歴の「未⼊⼒」「⼊⼒中」「提出済」「提出解除」
の4パターンで色分け表⽰されます。
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⑤圃場図と⽣産履歴の引継ぎについて

②履歴⼊⼒途中に圃場情報を変更する場合、もともと⼊⼒されて
いる作物名が変更になる場合は引継ぎません。

＜栽培履歴＞
なし

※作物名以外（品種や圃場番号、面積）の変更は引き継ぎます。
※未⼊⼒に変更された場合も引き継ぎません。

①履歴⼊⼒途中に圃場情報を変更する場合、未⼊⼒から作物名が
⼊⼒される場合は引継ぎます。

③分筆する⾏う場合、同じ作物であれば引き継ぎます。

秋播⼩⻨
1-1

秋播⼩⻨
1-1

＜栽培履歴＞
9/25 肥料A︓60kg
10/15 農薬A︓1000倍

引継ぎます

分筆 秋播⼩⻨
1-2

＜栽培履歴 1-1＞
9/25 肥料A︓60kg
10/15 農薬A︓1000倍

④分筆する⾏う場合、異なる作物は引き継ぎません。
秋播⼩⻨

1-1
秋播⼩⻨

1-1

＜栽培履歴＞
9/25 肥料A︓60kg
10/15 農薬A︓1000倍

引継ぎます

分筆 大豆
1-2

＜栽培履歴 1-1＞
9/25 肥料A︓60kg
10/15 農薬A︓1000倍

作付作物の変更作物未入力
1-1

大豆
1-1

＜栽培履歴＞
10/25 耕起作業 引継ぎます ＜栽培履歴＞

10/25 耕起作業

秋播⼩⻨
1-1

大豆
1-1

引継ぎません

作付作物の変更

＜栽培履歴＞
9/25 肥料A︓60kg
10/15 農薬A︓1000倍

＜栽培履歴 1-2＞
9/25 肥料A︓60kg
10/15 農薬A︓1000倍

＜栽培履歴 1-2＞
なし

圃場図の作物情報が変更された場合は、下記のようにそれまで登
録した履歴内容が引き継がないようになっておりますので、作物
名を変更される際にはご注意下さい。

引継ぎません 47



⑤合筆を⾏う場合、同じ作物であれば引き継ぎます。

秋播⼩⻨
1-1

秋播⼩⻨
1-1

＜栽培履歴＞
9/25 肥料A︓60kg
9/30 肥料B︓40kg
10/15 農薬A︓1000倍
10/20 農薬B︓500倍

引継ぎます

分筆秋播⼩⻨
1-2

＜栽培履歴 1-1＞
9/25 肥料A︓60kg
10/15 農薬A︓1000倍

＜栽培履歴 1-2＞
9/30 肥料B︓40kg
10/20 農薬B︓500倍

合筆

⑥合筆を⾏う場合、異なる作物であれば引継ぎません。
大豆
1-1

秋播⼩⻨
1-1

引継ぎません

分筆大豆
1-2

＜栽培履歴 1-1＞
9/25 肥料A︓60kg
10/15 農薬A︓1000倍

＜栽培履歴 1-2＞
10/25 耕基作業

合筆

＜栽培履歴 1-1＞
10/25 耕基作業引継ぎます

圃場情報の変更前に⼊⼒していた履歴内容が、引継ぎが⾏われるパター
ンであった場合、圃場情報変更後に履歴内容を登録した時点で引継ぎが
実⾏されますのでご注意ください。

圃場情報を変更した後について

例︓上記説明のうちパターン④の場合
⼩豆圃場にて品種
が分かれている

圃場を合筆

それぞれの圃場に
履歴が登録されて

いる 履歴照会をすると、片⽅の
履歴内容のみ表⽰される又
は履歴が表⽰されない

合筆した圃場に履歴
⼊⼒

すべての履歴内
容が引き継がれ
て表⽰される
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⑥二毛作について
1年間で2作付以上する圃場がある場合、農協における設定に
よって⽣産履歴の⼊⼒・提出ができるようになりますので、ご担
当者へご相談下さい。

2作目を選択して、圃
場図に作物・品種名
等を登録し、これま
でと同様に作付情報
を⼊⼒します。

①農協の設定によって年産切替に「2作目」が表⽰されます。

②履歴⼊⼒・提出画面では2作期目の圃場は（２）と表⽰されま
す。

2作期⽬の圃場は（２）
と表示されます
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⑦資材在庫の調整について
購⼊や施肥・防除作業での使⽤以外の理由によって、資材の在庫
が変動した場合、「資材在庫照会」から調整します。

①メニューから「資材在庫照会」を選択します。

②在庫を調整する資材の「受払」を選択します。

③登録した受払数量を修正する
場合は「修正」を選択します

④農協からの購⼊や使⽤以外で
在庫が変動した場合は「受払登
録」を選択します。

変更する数量を⼊⼒

期首在庫とは
今年度の営農が始まった時点で既に存在する在庫です。
本システムで購⼊量と使⽤量を登録すると最終的な在庫数が算出さ
れるため、翌年の期首在庫として自動的に表⽰されます。

変動した日付
と数量を⼊⼒
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⑧病害虫診断について

病害虫や雑草の名前から、登録のある農薬を検索します。

①マッピング又は作業日誌カレンダーのメニューより
「病害虫診断」を選択します。

②作物名や病害虫の検索条件を⼊⼒して「検索」を押すと、登録
のある薬剤が表⽰されます。

③薬剤の使⽤⽅法にチェックを⼊れて、「履歴⼊⼒」を選択する
と履歴登録画面に進みます。

⽔色︓前年・当年に使⽤実績のある銘柄
⻩色︓農協選択銘柄
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AI病害虫画像診断（ヨトウムシ・てん菜褐斑病）
ヨトウムシとてん菜褐斑病については、撮影した写真を基にAI病
害虫診断を⾏うことができます。
①マッピングシステムにおいて、写真を登録します。

種別を「病害虫」にし、撮影位置を指定します。

②マッピングシステムの写真位置表⽰から写真を確認します。

写真をクリック

病害虫診断をクリック
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③病害虫診断画面において、ヨトウムシの判定をする場合は「害
虫」に、褐斑病の判定をする場合は「病気」を選択して「AI診
断」を押します。

（褐斑病診断）（ヨトウムシ診断）

④AI診断結果が表⽰され、ヨトウムシ及び褐斑病に登録のある薬剤が表
⽰されます。

履歴⼊⼒画面へ
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診断に適した写真

AI病害虫診断を成功させる撮影のポイント

 葉全体が映っており、葉の上で撮影されている
 対象が大きく、中央に映っている
 対象外の異物（土や指）が映っていない
 ピントが合っている
 曇りの日など、明暗差が激しくない日に撮影している

撮影ポイント
 画面中央部に対象を配置して撮影
 対象以外の病害虫が映りこまないように撮影
 太陽を背にして影を作り撮影

診断が難しい写真

指が映っている

土の上で撮影している

ピントが合っていない

対象が中央にない

水滴が映っている

対象が複数映っている

直射日光により葉が白飛びすると
AIが正しく認識できません
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⑨帳票の出⼒（印刷）

⽣産履歴や資材受払簿などをCSV出⼒・印刷ができます。
①作業日誌カレンダーの「メニュー」より、「帳票・CSV出⼒」
を選択します。

②必要な項目を選択して「出⼒」を押します。
⑴ 栽培記録簿︓⽣産履歴の帳票
⑵ 資材管理簿︓資材受払簿
⑶ 設備管理・作業日誌︓設備管理状況や作業日誌

③PDF形式で出⼒されたものは、自宅のプリンターと接続するこ
とで印刷もできます。

年産単位の出⼒

年単位での出⼒

任意の期間を設定し出⼒

⑴ ⑵ ⑶
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8.作付履歴の集計を⾏う
作付の集計を⾏う
(１)メニュー「作付集計・履歴」の「作付の集計」を選択します。
(２)集計する設定を⼊⼒し、検索を押下します。

パソコン・AndroidであればCSV出⼒が可能

集計の設定へ戻る

作付履歴を確認する
①圃場ごとの確認
「作付履歴確認（圃場）から確認したい圃場を選択します。

きたろまん

直播てん菜

草地

草地

エリモショウズ

緑肥

きたほなみ

ゆめちから

雪⼿亡

⼤正⾦時

農協 太郎

(株)二郎牧場

(株)二郎牧
場

農協 太郎

農協 太郎

農協 太郎

農協 太郎

農協 太郎

農協 太郎

農協 太郎

農協 太郎

農協 太郎

400.00

200.00

200.00

100.00

50.00

50.00

100.00

10.00

250.00

100.00

200.00

200.00

380.50

180.80

180.80

80.00

48.00

50.00

98.10

9.00

230.75

81.75

165.00

171.00

パソコン・AndroidであればCSV出⼒が可能 56



②地点の確認
「作付履歴確認（地点）から確認したい地点を押下します。

パソコン・Androidで
あればCSV出⼒が可能

きたほなみ

きたほなみ

きたろまん

直播てん菜

連作状況を確認する
(１)「連作状況の確認」から検索条件を設定し、検索を押下します。

「連作している圃場を検索」
にチェック

(２)連作部分が色づけされた地図が表⽰されます。

圃場をクリックすると作付履歴が確認できます
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(３)「一覧表⽰」を押下後、条件に当てはまる圃場一覧が表⽰されます。
詳細を確認したい⾏を選択して詳細表⽰を押下すると作付履歴が
確認できます。

(補⾜)
検索条件で「作付している圃場を選択」を選択すると、連作に限らず
に条件以内で対象作物の作付履歴があった圃場を検索します。

「作付している圃場を検索」にチェック

作物は2つまで
選択可能
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9.圃場図を印刷する
(１)印刷したい圃場図を表⽰し、メニュー「印刷」を押下します。

印刷したい画面になるように位
置や大きさを調整する

(２)印刷画面の確認を⾏い、
「次へ」を押下します。

(３)印刷タイトルを設定して
「印刷」を押下します。

(４)画面左上「ファイル」
から印刷を選択します。

※プリンターと端末を接続
させる必要があります

※ブラウザの印刷機能を
利⽤しています
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10.表⽰の切り替え

メニュー「表⽰切替」の「表⽰設定」から表⽰させる項目を選択します。

圃場図の表⽰内容を変更する

表⽰する地図を設定する
メニュー「表⽰切替」の「よく使う場所」を押下し地図設定をします。

メニュー押下時点での地図が登録さ
れますので、新規登録をする場合に
は設定する地図表⽰に合わせてから
操作して下さい。

設定された地図が表⽰されます。

チェックを⼊れるとマッピング
を開いたときに最初に表示され
る地図となる

60

8-3
秋播⼩⻨

十勝


